
項 目 内 容
名称 クロレラ [英]Chlorella [学名]Chlorella pyrenoidosa、Chlorella vulgarisなど

概要 クロレラは、淡水に分布する緑藻の一つで、中国語名は「緑藻」。直径2～10μmの
球形あるいは楕円体の単細胞性で、クロロフィル (葉緑素) やタンパク質に富み、ビ
タミンB2、鉄、マグネシウムなどの栄養素を含むことから、微生物食糧のひとつと
して注目されてきた。最近では、青汁などの健康食品として利用されている。

法規・制度 ■食薬区分
・藻体︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原
材料) 」に該当する。

■食品添加物
・天然香料基原物質リスト

クロレラが収載されたいる。
・一般飲食物添加物

クロレラ抽出液 (クロレラエキス)︓調味料、製造用剤
クロレラ末︓着色料



成分の特性・品質

主な成分・性質 ・クロレラは、そのままでは消化がよくないため、物理的もしくは化学的な方法で
細胞壁を破壊し栄養剤として用いられている (101) 。
・クロレラ成長因子 (CGF: Chlorella Growth Factor) が有効成分とされることも
あるが、熱水抽出物 (CVE: Chlorella vulgaris extracts) との区別は明らかではな
く、その組成は原材料により異なる。
・(公財) 日本健康・栄養食品協会 （JHFA） が、「クロレラ食品」「クロレラ加工
食品」「クロレラ加工複合食品」の製品規格基準を設定している。

分析法 ・クロレラ摂取が誘発する光過敏症の原因物質であるフェオフォーバイドについ
て、HPLCを用いた測定法が報告されている (PMID:4009416) 。

有効性
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で
の
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循環器・
呼吸器

RCT
・高コレステロール血症の成人63名 (試験群33名、平均48.2±1.4歳、韓国) を対
象とした二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、クロレラ5 g/日を4週間摂
取させたところ、TC、TG、VLDL、non-HDL-Cの低下促進とHDL-C/TG比の増加促
進がみられ、血清カロテノイド組成においてルテインやα-カロテンの上昇促進、β-
カロテンの低下抑制が認められた (PMID:24920270) 。
・20～65歳の健康な喫煙男性52名 (試験群28名、平均35.39±1.22歳、韓国) を対
象にした二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、クロレラ6.3g/日 (錠剤18  
錠分) を6週間摂取させたところ、酸化的損傷の指標である血漿抗酸化ビタミンレベ
ル、過酸化脂質レベル、酸化ストレスに影響は認められなかった
(PMID:19660910) 。
・若者10名 (平均21.3±0.3歳、日本) を対象とした二重盲検クロスオーバー無作為
化プラセボ対照試験において、クロレラ錠 (15錠×2回/日) を4週間摂取させたとこ
ろ、サイクリング中のVO2maxの増加促進が認められた (2015159924) 。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

RCT
・50歳以上の健康成人123名 (カナダ) を対象とした二重盲検無作為化プラセボ対
照試験において、クロレラ200 mg/日 (41名、平均58歳) または400 mg/日 (40  
名、平均57歳) を28日間摂取させたところ、インフルエンザ免疫に影響は認められ
なかった (PMID:12874157)
・何らかの疾患を持っている成人51名 (試験群28名、平均36.3±1.82歳、韓国) を
対象とした二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、クロレラ5 g/日を8週間
摂取したところ、細胞性免疫を制御するIFN-γ、IL-1β、IL-12や、NK細胞の活性の
増加促進が認められた (PMID:22849818) 。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当らない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた文献の中に見当たらない。
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